
1.

(1) 4個のさいころを同時に投げるとき、出た目の積が偶数になる確率は ア
であり、出た目の積が 4の倍数になる確率は イ である。
(2) 0 ! x < πのとき、方程式 cos 3x+ cos x = 0の解は ウ である。
(3) 不等式 (log4 x)

2 − log8 x
2 +

1

3
< 0を解くと エ である。

(4) x2+ y2− 4x+10y+11 = 0をCとするとき、円Cの中心の座標は オ
であり、半径は カ である。また、この円Cには点P(3, 2)から 2本の接線を引くことができるが、その接点の 1つをAとする。このとき、APの長さはAP =キ である。
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2.

(1) 一辺の長さが 2の正六角形ABCDEFにおいて、辺CDの中点Mとし、直線
BEと直線AMの交点 Pとする。このとき、−→

BC = ク ,
−−→
AM = ケ ,

−→
BP =

コ である。また、−−→
AMと−→

BPの内積−−→
AM ·

−→
BPの値は サ である。

(2) mを実数とする。xの 2次方程式
x2 +mx+m+ 3 = 0

が異なる 2つの虚数解をもつようなmの値の範囲は シ であり、異なる正の
解をもつようなmの値の範囲は ス である。
(3)

√
2が無理数であることの証明を解答欄 (3)に記述しなさい。
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BC = AB + AF … (7 )
く E
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AT = ATBETCMT
M ss
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(2 ) [A を 2通りで表す ]
実数 P を 用 いて ABAF= 1 ABI ( AF→1 cOS1200= - 2

AP = ABTPBE = AB + 2 PAP ( AFTR = 4

と表すことができる 一方で、 実数 8 を 用 いて であることより
、

A= qA=2 qAB+②EAFT AT、BTミに⑪飛學 1

と表すことができるこれらが一致することより

q =4 . . p = =- 3 t =② … (サ )

よって. B =ZPA = 年AF … (コ )
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3.数列
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の第 n項を anとする。
(1) 約分することで an = 1を満たす自然数 nのうち k番目に小さいものをNkで表す。例えば、N1 = 2, N2 = 5である。このとき、自然数 kに対して、Nkを k

を用いて表すと セ である。また自然数 kに対して、数列 {a}nの初項から第
Nk項までの和を kを用いて表すと ソ である。
(2) 約分することで an =

1

4
を満たす自然数 nの内、k番目に小さいものをMk

で表す。例えば、M1 = 11,M2 = タ である。このとき、自然数 kに対して、
Mkを kを用いて表すとMk = チ である。
(3) a200を約分した形で表すと ツ である。また、数列 {an}の初項から第

200項までの和は テ である。
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4.関数 f(x)を
f(x) = x2(x− 3)

で定める。以下に答えなさい。
(1) 関数 f(x)は x = ト で極小値 ナ をとる。
(2) 曲線 y = f(x)を C とする。点 A(0, 1)から曲線 C へは 2本の接線が引ける。そのうち、傾きが正の接線を lとし、傾きが負の接線をmとするとき、直線 l

の方程式は y = ニ であり、直線mの方程式は y = ヌ である。
(3) 曲線Cと直線 lの接点Pの x座標は ネ である。また、曲線Cと直線

lは 2つの共有点をもつが点Pとは異なる共有点Qの x座標は ノ である。さ
らに曲線Cと直線 lで囲まれた図形の面積は ハ である。
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5.下図は、あるクラスの 40人の生徒の数学と理科の試験得点の散布図である。データの点の近くの数値はそのデータ点の生徒の出席番号である。

(1) 数学と理科の合計得点が最も高い生徒の出席番号は ヒ である。また
数学と理科の得点差の絶対値が最も大きい生徒の出席番号は フ である。
(2) 数学と理科のそれぞれの得点の平均値 x, y,　標準偏差を sx, sy, 数学と理科の得点の共分散を sxyと表すと、これらの数値は以下であった

x = 67.7, y = 70.9, sx = 14.9, sy = 11.5, sxy = 115.7

数学の得点と理科の得点の相関係数は へ である。なお、答えは小数第 3位は四捨五入し、少数第 2位まで求めなさい。
(3) 各生徒の得点を x1, x2, · · · · · · , x40, 理科の得点を y1, y2, · · · · · · , y40で表す。数学と理科の合計得点 x1 + y1, x2 + y2, · · · · · · , x40 + y40の平均値は、x, yを用いる

と ホ と表せる。合計得点の分散は
1

40

40∑

i=1

(xi + yi − ホ )2
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であるから、これを式変形すると、合計得点の分散は、sx, sy, sxyを用いて マと表せる。これらの式に (2)で与えられた数値を入れて計算すると、数学と理科の
合計得点の平均値は ミ , 分散は ム である。なお答えは小数第 2位を四捨五入し、小数第 1位まで求めなさい。
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( い )数学の点数 を
x
,理科の点数 を父 とする (分散] = ー(x)"であることを 導くときと 同様に、

3[t は = K の 直線がどの点を通るときに Kが最下 E の中身 を 展開 し 、定数であるπ ゃY を Ʃ の外 に出 して

となるかを考えて (《 ) 22
mmm

l
計算するとよい
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